
T O R U  H A M A D A近作展近作展
2026年 11月15日（日）▶ 2027年 1月24日（日）

作品  《T -2 3 -2 4》

休 館 日  ： 月・火曜日（祝日は開館）、
 12月26日（土）～2027年1月5日（火）
開館時間  ：9:30 ～ 17:00（入館は16:30まで）
入 場 料 ： 一般800円、高大生400円、中学生以下無料
※65歳以上の方はその証明書等の提示で600円となります。
※障がい者の方はその証明書等の提示でご本人と介護者が
　600円となります。

主　催： ミウラート・ヴィレッジ（三浦美術館）
協　賛： 株式会社ミウラ
後　援： 愛媛県教育委員会、松山市教育委員会、愛媛新聞社、
  南海放送、テレビ愛媛、あいテレビ、愛媛朝日テレビ、
  愛媛CATV、FM愛媛

偶 然 の 扉



◆伊予鉄バス北条線「内宮」バス停下車 徒歩15分 ◆JR「堀江駅」
下車 徒歩25分 ◆松山空港から約11㎞ ◆松山I.C.から約16㎞  
◆今治I.C.から約35㎞

〒799-2651愛媛県松山市堀江町1165-1
TEL089-978-6838　FAX089-978-0323
https://www.miuraz.co.jp/miurart/    
E-mail:miurart@miuraz.co.jp

駐車場：30台と土・日・祝日は臨時駐車場（三浦工業福角駐車場約250台）
をご利用いただけます。
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愛媛大学教育学部美術教育 卒業研究展2027【次回展覧会】

《T-21-3》

《T-23-22》

《T-21-81》《T-13-55》

2027年2月7日（日）～2月16日（火）

関連イベント

特別企画

ワークショップ

オープニング
イベント

開催日/2026年11月15日（日） ※申込不要、要入場料
①濱田亨 オープニングトーク「近作について」
開催時間/13：20～13：50
濱田氏が13年ぶりとなる本展についてお話しします。

②ゴスペルコンサート 本村洋子 with All Love Choir
開催時間/14：00～14：30
ゴスペルの本場・ニューヨークでの大会で優勝経験もある
本村氏のコンサートを庭園にてお楽しみください。

①ギャラリートーク 会期中2回開催 ※申込不要、要入場料
開催日/❶2026年11月21日（土）、❷2027年1月9日（土）　
開催時間/14：00～14：30　
館内を巡りながら濱田氏が展示作品についてお話しします。

③アーティストトーク「私とフランス」※申込不要、要入場料
開催日/2026年12月5日（土） 開催時間/14：15～15：00   定員：30名
19歳で片道切符を手にしてフランスに渡った濱田氏。
当時の思い出からフランスでの日常をお話しします。 

期間限定！「フランス雑貨＆アンティーク」ショップ
開催日/2026年11月21日（土）、22日（日）、23日（月・祝）
開催時間/10：00～16：00
濱田氏が暮らすフランスの日常に使われ受け継がれてきたアンティークや
雑貨、フランスのエスプリをお楽しみください。

②尺八でクラシック 大萩康喜  ※申込不要、要入場料
開催日/2026年12月5日（土） 開催時間/14：00～14：15   定員：30名
西洋音楽と日本文化の融合をお楽しみください。

②エンボス版画を作ろう ※申込不要、要入場料
開催日/2027年1月16日（土） 開催時間/13：00～ 2時間程度　
定員/先着15名　参加費/500円
講師/濱田亨　様々な素材をプレスして版画作品を作ります。

①チョークで絵を描こう ※申込不要、要入場料
開催日/2026年11月22日（日）　
開催時間/10：00～16：00の間で随時受付
濱田氏はオイルチョークを使って作品を描くことがあります。
黒板用のチョークを使って、庭園の石タイルに自由に絵を描いてみましょう。

　このたび、 ミウラート・ヴィレッジでは「濱田亨近作展-偶然
の扉」を開催いたします。
　当館で３回目となる本展は、 実に13年ぶりの開催となります。
この間、 濱田氏も60代から70代へと歳を重ね、 芸術家として
さらに豊かな歩みを刻んできました。
　本展でご紹介するのは、 19歳の若さでなんとか工面した
４万円と片道切符を手にフランスへ渡った後、 42年から53年
の歳月を経て制作された作品群です。 長年にわたりイタリア
やフランスで過ごしてきた濱田氏には、 日本人として生まれ持った
感性に加え、 ヨーロッパの風土や文化、 そしてさまざまな人々と
の出会いによって育まれたエッセンスが深く息づき、 それらは
パリ郊外に構えたアトリエの大空間で作品となって現れます。
　本展のサブタイトル「偶然の扉」は、 一見すると「たまたま手に
したもの」を想起させるかもしれません。 しかし、 濱田氏の語る
「偶然」とは、 信じるままに描いたものを幾度も塗りつぶし、 
壊し、 遥か遠くに見える完成の姿を追い求める制作の過程で、 
思いがけず差し込む一筋の光のことを指します。 画面の表層に
最後の色彩が現れるまでには、想像を超える数々の色や技法が
幾層にも重ねられ、 それらはまるで濱田氏の長年にわたる芸術
活動そのものを映し出しているかのようです。
　この機会に、 色彩溢れる作品が響き合う展示空間を、 心ゆく
までお楽しみいただければ幸いです。


